廿日市市子ども会育成連絡協議会　会費・会計取り扱い要領　H18年4月14日作成
！！！子ども会活動を子ども自身の手に戻そう！！！
☆　会　費

・金額

　市子連規約第6条に基づき年額200円とする。
※市子連規約抜粋

第6条　会費は、単位子ども会構成員{(児童、生徒、育成者（指導者を含む）}
 一人につき年額２００円とする。
　　　　　ただし、納入済みの会費は、どのような事由があっても返還しない。
・内訳
　全子連安全会　@20円
　県子連安全会　@60円

　県子連負担費　@70円

　市子連事業費　@50円

☆　安全会会費の流れ
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　・・・・・・・・
※各単位子ども会は所属する支部の口座へ　　※支部によっては、支部傘下の地区会で

　一人当たり年額200円を納入

　　名簿等をとりまとめて支部へ提出

次頁へ続く　→
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※※※ ここで振り込むのは全子連・県子連
　　　 安全会費の@150円分です。
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・注１　県子連への安全会費送金明細書の記入方法
　※ 各支部で人数・種別・金額を確認し　　　　　※　宮島・吉和の両支部は
　　本部安全会会計へ送信してください。　　　　　　市子連本部が記入します。
　※　本部安全会会計 FAX番号　：0829 - 54‐1609（通話用と共通）　　　　
＜＜安全会費 幼児分の扱いについて＞＞
　安全会に加入できる資格要件として就学前3年から加入できます。

全子連の考えとして0～3歳までの低年齢幼児は養育者の完全なる庇護の元にある者として子ども会活動に参加するには、無理があるとして加入を認めておりません。しかしながら兄弟関係等で養育者と伴に参加のある場合も充分に想定されるので、県子連安全会には加入することが出来ます。その際安全会の災害給付は、県子連安全会分のみとなります。即ちその会費は@130円分で良いことになりますが、市子連会費は、幼児から大人まで金額に差額を認めておりませんので養育者の負担は、他と同額となります。

従って『廿日市市子連安全会』から全子・県子の両安全会には、併せて幼児分@130円のみの送金を行ってください。差額は、各支部の安全会活動費として充当できます。

☆　事業費分の流れ及び扱いについて
　※※※ ここで振り込むのは、市子連事業費分です。
※　市子連事業会計の通帳と印鑑は、廿日市支部会計が管理します。
　各支部で事業費負担金の額に差額があるのは、廿日市支部は市子連本体の活動に事業活動が殆ど同期していることに因ります。大野・佐伯両支部は、地域で独自に歴史的、伝統的に行ってきた活動の維持発展を図る意味で、定額を支部事業費として支部会計に充当が承認されております。

　宮島・吉和両支部は、子どもの数の減少等がとても顕著で組織的にも確立していないので市子連本部よりの直接的な助成を行う必要があるのと独自の会計組織を持っていないことに因ります。
☆　各支部へ市子連事業費の流れ
　
※ 廿日市市よりの補助金は、毎年度５％ずつ減額されております。
☆　市子連への事業負担金の使途

◎ 市子連の主な事業活動　平成17年度実績
① 市子連子ども会リーダー研修会　

・ 年2回（初夏・初冬）

・ 広島市少年自然の家を２回利用（支部で行うものに市子連として支援が後1件）

・ 予算額 約40万円

・ 目　的

　　子ども会活動を子ども自身が行えるように「子ども自ら遊べる集団作りと子どもリーダーの育成」それとジュニア・リーダーのデビューの機会、研鑽。

未来のジュニア・リーダーの育成

② 県子連ジュニア・リーダー研修会

・ 当市のジュニア・リーダーが広島全県のジュニア・リーダー達と交流を深め、情報交換等を通してジュニア・リーダーとしての自覚と修練を目的とする。

③ 中四国ジュニア・リーダー研修会

・ 中四国9県のジュニア・リーダー達とより広範囲な交流を深め、情報交換、より専門的なリーダー研修会を通して広島県のジュニア・リーダーとしての自覚と更なるより高度な技術の習得を行い子ども会活動に留まらず地域の発展振興に努める人材の育成を目的とする。
④ VOICE２００５（弁論大会）

・　 廿日市よりの委託事業（小学校高学年・中学生対象）
・ 　多くの聴衆の前で堂々と、自らの思うところを自らの言葉を使って弁論を競う事を通して若者らしい所作としっかりとした考えを持つことを目的とする。

・　市からの予算２９万円。不足分を市子連事業費より支出。


※ ﾈｯﾄﾊﾞﾝｷﾝｸﾞ・ｺﾝﾋﾞﾆ等の利用も含め本部では検討を始めております。
単位子ども会





単位子ども会





単位子ども会





各支部の会費納入口座名と口座番号


廿日市支部→取扱金融機関　佐伯中央農協廿日市支店


口座名　会費会計市子連廿日市支部


	　　口座番号　普通 ００１０６６７


佐伯支部　→取扱金融機関　佐伯中央農協佐伯支店


口座名　会費会計市子連佐伯支部


　　　	　　口座番号　普通 ０００２０７０


大野支部　→取扱金融機関　取扱金融機関　佐伯中央農協大野支店


口座名　廿日市市子ども会育成連絡協議会大野支部


　　　　　　口座番号　普通 ００７７１６０


吉和・宮島両支部　→市子連本部が管理





廿日市市子連安全会　口座名と口座番号


口座名　　佐伯中央農協 廿日市支店


口座番号　普通 廿日市市子連安全会 普通 ００１１０１３


・各支部の締め切り日


廿日市支部　→当該年度の5月末日


大野支部　　→当該年度の5月25日


佐伯支部　　→当該年度の5月末日


吉和支部　　→市子連本部がその都度指示


宮島支部　　→　　　　同　上





全子連・県子連


安全会費


@150円








全子連・県子連


安全会費


@150円





全子連・県子連


安全会費


@150円








市子連事業費


@50円





市子連事業費


@50円





市子連事業費


@50円





各支部の会計さんは、安全会費分（@150円×人数分）


を『廿日市市子連安全会』口座に振り込んでください。


『廿日市市子連安全会』口座の管理をする本部会計さんは、


6月20日までに全子連・県子連安全会口座に廿日市全市分を一括して振り込んでください。取扱金融機関 広島銀行広島駅北口支店


全・県子連安全会口座 →社団法人広島県子ども会連合会　会長末留　勇


口座番号 →普通 ０２２９４９６





本部会計さんは、安全会費の振り込みと同時期に


各支部からの送金明細書を（指定様式（注１）市子連より受領）を県子連事務局へFAX送信してください。


（県子連事務局Fax番号 082-263-8727）





『廿日市市子連安全会』口座通帳と印鑑の管理は、年度毎に大野支部、佐伯支部が


交代で務めます。平成18年度は、大野支部会計が担当します。


※便宜上　本部安全会会計と以後、称します。





大野支部





廿日市支部





佐伯支部





幼・小・中・高・大人のそれぞれの人数と金額の合計を照合し送金明細書へ記入。





佐伯支部





廿日市支部





大野支部





幼・小・中・高・大人のそれぞれの人数と金額の合計を照合し送金明細書へ記入。





幼・小・中・高・大人のそれぞれの人数と金額の合計を照合し送金明細書へ記入。





『廿日市市子連安全会』へFAX送付下さい。


本部安全会会計は、送金明細書の適合性の検証を行うことなく送られてきたものをそのまま県子連事務局へ送信いたしますので内容の妥当性の照合は、各支部会計で責任を持ってお願いいたします。





市子連事業会計口座





佐伯支部





廿日市支部





大野支部





市子連事業費


@30円





市子連事業費


@50円





市子連事業費


@30円





全子連・県子連


安全会費


@150円








全子連・県子連


安全会費


@150円





全子連・県子連


安全会費


@150円








宮島支部





市子連事業費


@50円





全子連・県子連


安全会費


@150円








吉和支部





市子連事業費


@50円





全子連・県子連


安全会費


@150円








支部事業費


@20円





支部事業費


@20円





市子連事業負担金納入先


佐伯中央農協　廿日市支店


口座名　廿日市市子ども会育成連絡協議会


口座番号　普通　８６７６１５２


※ 各支部の負担額を人数分振り込んでください。





※ 各支部で繰越金が出た場合、市子連事業会計口座に返還をするのが本筋ではありますが、振込手数料並びに作業時間が無駄なので市子連事業会計口座管理者から残金の確認要求に直ちに通帳の提示又は、写しの提示で本部会計に充当したものと見なします。





※ お願い。


会費・事業費等の振込は、振り込む側で振込手数料のご負担をお願いいたします。(今迄は不要でした)


昨今の金融機関では、公共的な社会活動への理解がなくなり、拝金主義の蔓延りと伴に社会責任を果たす意識が著しく低下傾向にあります。年額200円と言う非常な低額で保証を含めた市子連の活動を維持していくためにもご理解をお願いいたします。








吉和支部





活動事業費


本部活動費内





各支部からの


事業負担金





宮島支部





活動事業費


本部活動費内





廿日市市


補助金


98万円








佐伯支部





廿日市支部





大野支部





活動事業費


\200,000円に


@20円×人数分を加えたものと見なす。








活動事業費


\100,000円





活動事業費


\360,000円に


@20円×人数分を加えたものと見なす。











　※ 繰越金の金額は、適正な値を維持することを求めます。m(_ _)m








市子連事業会計口座
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